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ハイパーサーバサービス 

メール設定変更マニュアル（メール利用者） 

ご利用のメールアドレスにて、ハイパーサーバーのコントロールパネルへのアクセスが許可されているかを、あら

かじめ管理者にご確認下さい。 

 

① ブラウザ（Microsoft Edgeなど）を起動します。 

通知書の「コントロールパネル情報」項目に記載されている「コントロールパネル URL」をブラウザのアドレス

欄に入力します。 

 

 

 

② ログイン画面が表示されます。 

「メールアドレス」と「パスワード」を入力します。「ログイン」ボタンをクリックします。 
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③ メールの画面が表示されます。 

「メールアカウント設定を変更」項目をクリックします。 

 

④ 変更したい内容によりタブを選択します。 

・全般：パスワード、メールボックスサイズ確認、送信メール数制限→⑤ 

・転送：メールの転送設定→⑥ 

・メールエイリアス：メールエイリアスの設定確認→⑦ 

・自動応答：届いたメールに対する自動応答の設定→⑧ 

・スパムフィルタ：迷惑メールから保護するための設定→⑨ 

・アンチウイルス：ウイルスメールから保護するための設定→⑩ 
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⑤ 全般タブが表示されます。変更したい項目のみ設定してください。 

メールアドレスの変更、「メールボックス」のオフ/オンやメールボックス容量の設定は管理者でのログインで

ないと設定できません。 

続けて設定をする場合は「適用する」ボタン、他に設定が無い場合は「OK」ボタンをクリックし、完了です。 

外部のメールアドレ

ス 

作成したメールアドレスがわからなくなった場合にパスワード再発行に使用す

るメールアドレスです。任意で設定してください。 

パスワード 

現在有効なパスワードは表示されません。パスワードを紛失した場合は、

ここで新たにパスワードの設定を行ってください。 

パスワードとして利用できるのは右の安全レベルが「強」以上となった

もののみです。「生成」ボタンをクリックすると「強」以上のパスワー

ドを自動作成します。 

入力した文字は●で表示されます。「表示」ボタンをクリックすると、

入力されたパスワードが表示されます。 

パスワードはメールソフトへの設定の際に必要です。再度表示は出来ま

せんので、控えておいてください。 

デフォルトサイズ 
設定されているメールボックス容量の上限と現在の使用量が表示されて

います。 

送信メールメッセー

ジ数の上限 
1時間以内に送信できるメール数の上限です。任意で設定してください。 
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⑥ ［転送］画面が表示されます。 

当該メールアドレスに宛てに届いたメールを他のメールアドレスに転送させたい時に設定します。 

設定を希望する場合は、「メール転送を有効にする」にチェックをし、「受信メールを次のメールアドレスに転

送」の欄に転送先のメールアドレスを入力します。複数のメールアドレスに転送する場合は、 

改行、スペース、コンマ、またはセミコロンで区切って、入力して下さい。 

転送設定を解除する場合は「メール転送を有効する」チェックを外してください。 

続けて設定をする場合は「適用する」ボタン、他に設定が無い場合は「OK」ボタンをクリックし、完了です。 
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⑦ ［メールエイリアス］画面が表示されます。 

現在の設定内容が表示されます。変更する場合は、管理者にてログインし設定を行ってください。 
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⑧ ［自動応答］画面が表示されます。 

当該メールアドレス宛に届いたメールに対して自動応答を設定することができます。 

設定を希望する場合は、「自動応答をオンにする」にチェックをします。 

以降の設定は希望に応じて任意で設定を行なってください。 

続けて設定をする場合は「適用する」ボタン、他に設定が無い場合は「OK」ボタンをクリックし、完了です。 

自動応答メールの件名 
返信時の件名を指定できます。初期設定は、送られてきた件名の前

に Re: が付きます。 例）Re: <request_subject> 

メッセージ形式 テキスト形式か HTMLかどちらかを選択します。 

エンコーディング 特に指定や理由がない限り UTF-8にしておきます。 

自動応答メールのテキスト 
自動応答メールの本文を入力します。 

例）ご連絡ありがとうございます。後日改めてご連絡いたします。 

転送先 転送したいメールアドレスを入力します。空白は転送しません。 

同一メールアドレス対する自動応

答の送信回数の上限（1日あたり） 
同じメールアドレスから来たメールへの送信回数を指定します。 

指定日に自動応答をオフにする 
自動応答をオフにする日を指定する場合、チェックを入れて日付を設

定します。 
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⑨ ［スパムフィルタ］画面が表示されます。 

スパムメール（迷惑メール）のフィルタ（振分けと削除）の設定を行います。設定を希望する場合は「このメー

ルアドレスに対してスパムフィルタをオンにする」にチェックを入れます。 

「スパムとして分類されたメッセージに対する処理」はご希望に合わせて設定して下さい。 

「詳細な設定を表示」をクリックすると、スパムフィルタの感度、ホワイトリストやブラックリストの設定ができま

す。ご希望に合わせて設定を行ってください。 

※ スパムフィルタの感度の数値は、メールをスパムであるとみなすための判断基準の値です。初期値では

7になっています。より感度を高くする場合は、数値を下げてください。 

続けて設定をする場合は「適用する」ボタン、他に設定が無い場合は「OK」ボタンをクリックし、完了です。 
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⑩ 「アンチウイルス」画面が表示されます。 

ウィルスを含むメールをブロックします。 

設定を希望する場合は、「このメールアドレスに対してアンチウイルス保護をオンにする」にチェックし、保護

する対象を選択してください。 

続けて設定をする場合は「適用する」ボタン、他に設定が無い場合は「OK」ボタンをクリックし、完了です。 

 

 


